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子どもと教師のウェルビーイングを実現する
カリキュラム・マネジメント 田村知子先生（大阪教育大学教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

田村知子
たむら ともこ

大阪教育大学大学院・連合教職実践研究科・教授

九州大学大学院人間環境学府博士課程単位取得退学。
博士（教育学）。中村学園大学准教授・岐阜大学教職
大学院准教授等を経て2018年4月より現職。
2024年にUniversity of Cambridgeにて在外研究。

単著『カリキュラムマネジメントの理論と実践』
（日本標準，2022），『カリキュラムマネジメント
−学力向上へのアクションプラン』（日本標準，
2014），共編著『カリキュラムマネジメント・ハン
ドブック』（ぎょうせい，2016）など
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編著者が共有した考え方
１ ウェルビーイングが「第4期教育振興基本計画」
（令和５年６月閣議決定）に位置付けられたことを前向きに評価。

２ 「誰か（特に「上」）から与えられた“ウェルビーイング”を
無批判に当てはめるのではなく，子どもたちも，学校管理職・先生方も，
ウェルビーイングを探究し自ら実現する主体としての力を培い発揮するよう
なカリキュラムマネジメントのあり方を追究する。

３ カリキュラムマネジメント・モデル（田村2005,2022他）を基盤に多角的に
ウェルビーイングの実現に向かう考え方と具体的な方法を論じる（理論編）。
事例編では，各学校の多様な実践を枠にはめずに紹介してもらう。
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「はしがき」より

権威主義：支配者と被支配者の共依存関係

自由はラクではない。
思考を停止し他者に身を任せたくなることもある。
しかし，自由から逃走したら何が起こるのか？

「誰か（特に「上」）から与えられた“ウェルビーイング”を無批判に当てはめるのではなく（＝思
考停止，制度化），子どもたちも，学校管理職・先生方も，ウェルビーイングを探究し自ら実現する
主体としての力を培い発揮する

「価値」と「制度」を同一視しがち
例）健康＝病院，安全＝警察，学ぶこと＝学校

制度に依存すると，自分自身の本来の能力を低く
見積り無力化する



私たちにとって，幸せってなんだろう？

幸せ

ワクワク

喜び

穏やかさ

プライド

希望

UNESCO2021より筆者訳出
UNESCO Office Bangkok and Regional Bureau for Education in Asia and the Pacific, Happy 
schools guide and toolkit: a resource for happiness, learners’ well-being and social and 
emotional learning, 2021https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000380325

第1章より
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カリマネあるある

「カリキュラムマネジメントを行わなければならない」

学習者に○○の力をつけたい
学習者に○○な学習経験をさせたい

○○な授業/行事をしたい

カリキュラムマネジメントをしよう！
だから

という言葉を聞きますが..

カリキュラムマネジメントは手段！自由に開発しよう！

本来は，

正しく
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→将来のウェルビーイングへ
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子どもたちの現在と将来のウェルビーイングへの深い省察（１章）

ウェルビーイングが保
障された環境での教
授・学習活動の実践と
開発（２〜５，７章）

教職員のウェルビーイング
（労働者の側面・専門職の側面）

学校文化の変革
（６〜９章）

ウェルビーイングについての合
意形成と協働（10章）

ウェルビーイングを重視した教
育方針と教職員の労働環境の条
件整備（11章）
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【小２・３・４】
ライフストーリーワークの
視点を取り入れた教育
――治療的教育

• 10歳のハローワーク――ライフス
トーリーワークの視点から（小４）

• 子どもの権利条約って知ってる？
――今の自分と向き合う（小３）

• みんなむかしは赤ちゃんだった――
いのちのルーツをたどる（小２）

【小１・５・６】
虐待予防教育

• 家庭について考えよう――結婚・
子育て・親子関係（小６）

• 愛？ それとも支配？――パート
ナーシップの視点から（小５）

• たいせつなこころと体――プライ
ベートゾーンを学ぶ（小１）

【中１】脳と心と体とわたし――思春期のトラウマとアタッチメント

【中２】リアルデートDV――支配と依存のメカニズム

【中３】社会の中の親子――子ども虐待の事例から

【小４】考えよう みんなの凸凹
――障害理解教育

◎田島南小学校（旧・生野南小学校）・田島中学校の「『生きる』教育」

（西澤哲・西岡加名恵監修、小野太恵
子・木村幹彦・塩見貴志編著『「『生き
る』教育」――自己肯定感を育み、自
己と相手を大切にする方法を学ぶ（第
1巻）』日本標準、2022年）

事例６：心の傷を乗り越える「生きる教育」



◎生野南小学校の学校づくり

（大阪市立生野南小学校（当時） 木村幹彦校長・小野太恵子教諭・別所美佐子教諭の提供）



◎田島南小学校（旧・生野南小学校）・田島中学校の「『生きる』教育」



◎岐阜市立草潤中学校（2021年度不登校特例校として開校→学びの多様化学校）

コンセプト:生徒が学校に合わせるのでなく
学校が生徒に合わせる「学校らしくない学校」

学校教育目標 「ありのままの君を受け入れる新たな形」

カリキュラム
内容：特別の教育課程，標準時数の3/4を削減，（午前２時間，午後２時間）

「セルフデザイン」「ウォームアップ・クールダウン」を設定
選択可能な内容

選択可能な学習形態
登校スタイル ，ハイブリッドな授業

事例５：ありのままでいい 学びの多様化学校



安心できる学校環境

個別担任制
自由な校風→自由であるからこそ、自分で決めるという判断をせねばならない

内容や学習形態の選択可能性を
保障する校内環境

生徒の変容

自信を得た生徒が求めるもの



大阪高等学校の特色
「主体的に行動する
“オモロイ”18歳」の育成

274名のオープンスクール
企画運営委員

⇒「責任」と「権限」・対話を重視

大阪高等学校での実践
教員のミドルリーダーへの
「責任」と「権限」と対話への仕掛け

①予算案作成
教科主任や学年主任の裁量

2024度予算案
総合進学⽂理特進

⾦額項⽬⾦額項⽬
オリ合宿教材費オリ合宿教材費１年
オリ合宿写真オリ合宿写真
証明写真証明写真
WEBQUWEBQU
芸術鑑賞芸術鑑賞
情報⽤USB情報⽤USB
防災グッズ防災グッズ
校外学習校外学習
講演会講演会
ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ
英語アプリ英語アプリ
地理教材費地理教材費
授業ファイル授業ファイル
芸術教材費芸術教材費
理科実験費⽤理科実験費⽤
夏期宿題⽤夏期宿題⽤
BLENDBLEND

合計合計

②コアメンバー会議
業務見直しと部長人事

③幹部による読書会
共通言語と対話

事例７：生徒の主体性を産むための教員リーダーを育てる組織運営
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